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企業向け手引き作成の経緯

⚫ 2020年度の検討を受け、当事者参画型開発のノウハウの整理を開始した。

⚫ 2021年度には、当事者と企業の共創に関する既存のノウハウを一覧化し、2022年度
には、実践から得た学びやヒアリング等に基づいてブラッシュアップした手引きを作成した。

2022年度 企業向け手引きを作成

• 既存のノウハウ一覧表（2021年度成果物）に加えて、当事者参画型開発の実践企業のプロトタイピングから得られた
経験知や関係者へのヒアリング等の結果をふまえ、リーフレット形式の手引きを作成

「開発段階からの当事者参画の仕組み」を試行・実践し、ノウハウを整理することで、当事者参画
の仕組みを普及していくきっかけをつくる

2021年度

• 認知症未来共創ハブの協力のもと、当事者と企業の共創に関する既存のノウハウを一覧化

既存のノウハウ一覧表を作成

（ヒアリング等にご協力いただいた関係者の皆様）
◆当事者参画の取組を実施している企業 4社
◆一般社団法人 日本認知症本人ワーキンググループ 代表理事 藤田 和子様
◆一般社団法人 日本認知症本人ワーキンググループ 丹野 智文様
◆公益社団法人 認知症の人と家族の会 代表理事 鈴木 森夫様
◆慶應義塾大学大学院 健康マネジメント研究科 教授 堀田 聰子様

2020年度WGでの検討内容 開発段階の当事者の参画・協力に向けた課題と解決の切り口として、認知症分野で
の「当事者主導型研究（User-led Research）」を検討

①当事者参画型開発の
実践から得た学び
②関係者へのヒアリング等
に基づきブラッシュアップ

◆株式会社マネーフォワード 執行役員CoPA Fintech研究所長 瀧 俊雄様
◆認知症介護研究・研修東京センター 研究部長 永田久美子様
◆京都府、福岡市、大和市、名古屋市 ご担当者様
◆NPO法人マイway ご担当者様

資料６ｰ１
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主な
内容

目的、
伝えたい
こと

• 当事者参画型開発の意義
• 認知症の基礎知識
• 当事者（本人）とご一緒するときのキホン
• 当事者参画の7つの手法
• 当事者参画型開発のプロセス、プロセスごとの留
意点

• 参考情報

• 認知症の人と対話し、互いに心地よく、楽しみな
がら、当事者参画型開発を意義のあるものにし
ていくために必要な視点

• 「当事者参画型開発」に取り組む場合の方法
論・ノウハウ

対象者

• 認知症当事者との共創・当事者参画型開発に
取り組む企業の開発担当者、マーケティング担
当者

• 上記のような立場の人々を支援する企業のリ
サーチャー・インタビュアー

• 認知症の人の支援団体や自治体の担当者 等

企業向け手引き イメージ

⚫ 認知症の人との共創にあたって必要な視点や当事者参画型開発の手法、当事者参
画型開発のプロセスにおける留意点等を整理した企業向けの手引きを作成した。

企業向け手引きの概要
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企業向け手引きの構成

＜目次＞

本手引き作成の理由

当事者参画型開発の意義

認知症についての基礎知識

当事者参画型開発をはじめるにあたってのキホン

一般的な開発プロセスと当事者参画型開発のプロセス

当事者（本人）に参画してもらう手法

当事者参画型開発のプロセス１：当事者（本人）と出会う

当事者参画型開発のプロセス２：企画の目的・内容を伝える

当事者参画型開発のプロセス３：参画していただく際の事前準備

当事者参画型開発のプロセス４：当事者参画を実践する

4-1 コミュニケーションの工夫

4-2 空間づくりの工夫

4-3 資料づくりの工夫

4-4 オンライン開催の工夫

当事者参画型開発のプロセス５：フィードバック

認知症の人の視点や暮らしの様子を学ぶための参考情報

＜７つの参画手法＞

各手法において、特に認知症の人と共創す
る場合の留意したいポイントやその手法を
取り入れたいタイミングを紹介

• One to one インタビュー
（デプスインタビュー）

• 座談会（グループインタビュー）
• 行動観察・同行調査
• 試作品・製品ユーザーテスト
• ワークショップ
• 日記・記録式調査
• アンケート調査

＜５つの共創プロセス＞

まず当事者（本人）とどう出会うのかといったスター
トから、準備段階を踏まえた当事者参画の実践方
法、実践後のフィードバックまでのプロセスを紹介

さらに、当事者（本人）とご一緒する際に留意した
いポイントをプロセスごとに整理。どのように留意すべき
なのか、それがなぜ必要なのかを掲載
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企業向け手引き作成のポイント

＜ポイント＞
実際にこれまで、当事者参画型開発に取り組んだことのある企業の経験者や当事者（本人）、支援
者へのインタビューを通して伺った内容を参考例として紹介

当事者参画型開発のプロセス１：当事者（本人）と出会う
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企業向け手引き作成のポイント

＜ポイント＞
会場づくりや資料づくり、オンラインでの開催などにおける留意ポイントを、実際の場面で取り組みやすい
よう、具体的にイラストを使って説明

当事者参画型開発のプロセス4-2： 空間づくりの工夫


